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1．はじめに

　二 酸化炭素な どの 温室効果ガ ス による地球温暖

化問題は ， 人類 の 存続にも関わる重要な問題で あ

り，現象の よ り正 確な解 明 と影響の 評価 ， 及 び効

果的な防止対策の 確立が 緊急課題 とな っ て い る 。

　大気 エ ア ロ ゾ ル 粒 子は ， 光 を吸収 ・散乱す る こ

とに よ り， 地球温暖化／冷却化効果 を もっ が ， 粒

子 の性状の 複雑 さや空 間的分布 の 不均
一

性 な どの

ために ， 未知な問題が多 く ， また解析結果 の信頼

性 もきわ めて 低い 。 本研究で は，大気 エ ア ロ ゾ ル

の 性状 と放射特性 を同時に測定 し，エ ア ロ ゾル 粒

子 の 地球温暖化／冷却化効果 にっ い て検討 した。

力は ＋ 3．3Wlm2 で温 暖化効果を示 した。 これ らの

差はエ ア ロ ゾ ル 粒子 の性状 ， 特に光の 吸収に関係

する元素状炭素の 違い によ るもの と考え られ る 。
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2 ．放射特性とエ ァ ロ ゾル 性状の同時測定

　エ ア ロ ゾル 粒子 の 地 球温 暖化／冷却化効果を検

討する際の 実験的 ， 理論的手段 を図 1 に示 した。

エ ア ロ ゾル 粒子 の 物理 ・化学的性状 ， またそれ ら

の 測定結果を基に した粒子 の 光学的特性を調 べ る

と同時に ， 太 陽直達光 ， 散乱 光強度 ， 吸光係数 ，

光散乱係数等を測定 し ， 実験値 と理論値を相互 に

比較 し，モ デル や 実験 手法の 改良を行 うい わゆる

Closure　Study を京都 と名古屋 におい て実施 した。

なお，名 古屋 におい て は ライ ダー観測に よ りエ ア

ロ ゾ ル 粒 子 の 垂 直分布 も測 定 した 。

3 ，エ ネルギー粒子の温暖化 ／ 冷却化効果

エ ア ロ ゾル 粒子 に よる光の 減衰 b
，、t は ，

エ ア ロ ゾ

ル 粒子やガ ス 分子による散乱 b，ea や吸収 b。b、 に よ

るが ， ガス 分子 に よる もの は無視で きる 。 実測に

よ り得 られた b
，xt ，

　 bs
。e ，

　 b
。b、

お よび粒子 陸状デー

タを用い 放射強制力を求 めた。図 2 は京都及び名

古屋に お い て 測定 された 大気 エ ア ロ ゾル 粒子の 平

均的 な化学性状を ， また 図 3 は ， 放射強 制力の 変

動 を示 し た も の で あ る 。 京都にお ける エ ア ロ ゾ ル

粒子 の 放射強制力 の 平均値 は 一1，5W ／m2 とな り冷

却化効果 を，

一
方 ， 名古屋にお ける平均放射強制
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図 1 放射特性 ，
エ ア ロ ゾル 性状の測定
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図 2 京都及び名古屋 で の エ ア ロ ゾ ル 性状
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図 3 京都及び名古屋で の放射強制力
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